
公開授業① 

5 年 3 組 衛藤 紘子 
1.単元名 「つくろう！ふりこ博物館！」 

2.研究主題との関連 

（1）単元について 

子どもたちは、これまでの単元「植物の発芽と成長」「もののとけ方」の学習において、条件

制御を意識しながら実験計画を立ててきた。また、「雲と天気の変化」「流れる水のはたらき」

の学習の後には、「防災」をテーマに「防災科学館」づくりを行った。災害が起こるしくみを再

現したり、災害から人々を守る工夫の模型をつくったりして「防災」について学んだことを表

現した。振り子については、校庭にブランコはなく、振り子時計も身近にないため、振り子の

規則性を生活場面やおもちゃづくりに関連させて表現することは、簡単であるとはいえない。 

本単元では、振り子の運動の規則性について興味・関心をもって追究する活動を通して、振

り子の運動の規則性について条件を制御して調べる能力を育てるとともに、それらについての

理解を図り、振り子の運動の規則性についての見方や考え方をもつことができるようにするこ

とがねらいである。変える条件と変えない条件を整理して実験を行うことによって、実験結果

を適切に処理し、考察することができるようにする。実験結果を処理する際には、算数科の学

習と関連付けて適切に処理するようにする。 

指導にあたっては、遠足で訪れた科学館での振り子の展示物と再び出合うことから始める。

そして、日常生活の中から振り子の活用場面を探したり、「ふりこ博物館」づくりの計画を立て

たりすることで、解決していかなければならない課題を見つけることができるようにしたい。

振り子の規則性を調べる活動の後に「ふりこ博物館」づくりを行うことで、単元の初めに出合

った振り子や日常生活の中のものを、振り子のしくみを通してもう一度見つめ直し、工夫され

た展示物として表現できるようにしたい。 

（2）単元の目標 

〇振り子の運動の規則性に興味をもち、進んで調べながら展示物をつくる。【関心・意欲・態度】 

〇振り子の運動の変化とその要因についての考えをもち、表現する。 【科学的な思考・表現】 

〇振り子の運動の規則性を調べる工夫をし、それぞれの実験装置を的確に操作し、安全で計画

的に実験し、また、その過程や結果を定量的に記録している。    【観察・実験の技能】 

〇糸につるしたおもりが 1 往復する時間は、おもりの重さなどによっては変わらないが、糸の

長さによって変わることを理解している。                【知識・理解】 

（3）活動構成の仮説 

「ふりこ博物館」づくりで学びの過程を推進していく活動構成 

本単元は、「ふりこ博物館」の展示物をつくること、つまり、「ふりこ博物館」づくりそのも

のを学びの対象とする。より多様な展示物づくりを通して、日常生活への広がりや、振り子へ

の見方の深まりにつながると考える。そのために、どのようなて展示物をつくるのかを考える

際には、振り子そのもののしくみと、展示方法の 2 視点から構想できるようにする。このよう

に、「ふりこ博物館」を通して自らの課題を明確にもち、自分たちで工夫して展示物をつくって

いくという活動が、理科における学びの過程を推進すると考える。 

学びを創り続ける理科の授業～教師の役割に着目して～ 

－「ふりこ博物館」づくりで学びの過程を推進していく活動構成－ 

理科学習指導案 



3.指導計画（全 9 時間 本時 3 時間目） 

問題解決の流れ 子どもの意識 指導者の評価 教師の役割 

 

1.ふりことの出合い 

【3 時間】 

〇ふりこと出合い、身の回り

で使われているところや、振

れ方のきまりに興味をもつ。

① 

 

 

 

 

〇「ふりこ博物館」の計画を

立てる。②本時 2/2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.ふりこのきまり 

【3 時間】 

〇ふりこの長さを変える① 

〇おもりの重さを変える① 

〇ふれはばを変える① 

 

 

 

 

 

3.「ふりこ博物館」 

【3 時間】 

〇「ふりこ博物館」づくり③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解  

〇遠足で訪れた科学館の

振り子に関する展示物

を思い出すことができ

るよう、動画や写真を

用意しておく。 

〇「博物館」づくりに向

けて、どのようにテー

マを探すのか、振り子

のしくみと展示方法か

ら多様に広げることが

できるようにする。 

〇個人で調べてきたこと

を記録しておき、掲示

することで共有できる

ようにする。 

〇子どもの気付きを、振

り子のしくみに繋げて

考えることができるよ

う声をかける。 

〇子どもたちから出てき

た課題を、解決してい

くことができるよう計

画を立てる。 

〇1 つひとつの条件を調

べて解決したことが、

自分たちのものづくり

への工夫につながるよ

うにする。 

〇変える条件と一定にし

て お く 条 件 を 整 理 し

て、実験を進めること

ができるようにする。 

〇実験で確かめた振り子

の規則性を踏まえて、

計画していたものを見

直すよう声をかける。 

〇どのようなグループが

活動しているのか掲示

し、似ていることや気

になることは互いに声

をかけられるような状

況をつくっておく。 

〇他の展示物を見る際に

も、振り子のしくみと

の関連付けて見ること

ができるよう声をかけ

る。 

●振り子の振れ方

に興味をもち、振り

子を利用したもの

を探そうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●振り子の運動の

規則性を調べよう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

●振り子を利用し

たものを探したり、

振り子の規則性を

利用したおもちゃ

を考えたりしてい

る。 

●振り子の振れ方

について、規則性を

つくる要因を考え

ながら観察してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●振り子が 1 往復

する時間が変わる

条件について予想

や仮説をもち、表現

している。 

●振り子の運動の

変化とその要因と

を関係付けて考え、

自分の考えを表現

している。 

●身の回りのもの

の動くしくみを、振

り子の規則性に当

てはめて考えてい

る。 

●ものをつくるこ

とで、振り子の規則

性の利用の仕方を

表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●振り子の運動の

規則性を、条件に気

を付けながら計画

的に調べ、結果を記

録している。 

 

 

 

 

 

●振り子の規則性

を利用したおもち

ゃを、つくることが

できる。 

●振り子の規則性

を利用してつくっ

たおもちゃを動か

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●振り子が 1 往復

する時間は、おも

り の 重 さ や振 れ

幅に関係なく、振

り 子 の 長 さに よ

っ て 変 わ るこ と

を理解している。 

ふりこ博物館をつくろう！ 

振れ方とふりこの

長さの関係につい

て、調べよう。 

振れ方とおもりの

重さの関係につい

て、調べよう。 

振れ方とふれはば

の関係について、

調べよう。 

ガリレオがふりこ

のきまりを見つけ

た時のことを調べ

よう。 

ブランコはふりこ

のしくみが当ては

まりそうだね。 

さわって体験でき

るものがあると、

おもしろいよね。 

ふりこのしくみを

使って、地震計もあ

るみたいだよ。 

博物館には、しくみ

だけでなく歴史も

展示されているよ。 

ふりこ時計やメト

ロノームのしくみ

について、まとめ

よう。 

ふりこのきまりや、ふりこのしくみを使っ

たものを集めて博物館をつくろう。 

ふりこのきまりを見つけよう！ 

ふりこ博物館の計画を立てよう！ 

ふりこは身の回りの

どんなところに使わ

れているのだろう。 

遠足で行った科学

館にふりこウェー

ブがあったね。 

ふりこの振れ方を変える条件は、何だろう。 

変える条件は 1 つ

にしておかないと

ね。 

振れ方にきまりが

あるなら、それも

展示できるね。 

身の回りでふりこ

が使われているも

のも探そう。 

ふりこのきまりに

ついて、まとめて

いこう。 

ブランコの乗り方

に当てはめて、考

えてみよう。 

ふりこウェーブ、

長さはどう変えれ

ば良いかな。 

ふりこを使って、

どんなおもちゃが

つくれるかな。 

ふりこのしくみを使ったもの、身の回りに

たくさんあるんだね。 


